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食育とは、国民一人ひとりが、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、健康

の確保等が図れるよう、自らの食について考える習慣や食に関する様々な知識と食を選択

する判断力を楽しく身につけるための学習等の取組です。 
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「食」は、私たちが生きていく上で欠かせないものであり、命の源です。 

現在、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向、児童生徒の朝食欠食などの問題に加

え、世界的な食糧需給の逼迫に伴う食糧の安定供給の確保、安全・安心な食品に対する消

費者の関心の高まりへの対応、食べ物と生産現場のつながりの確保や、家庭や地域で受け

継がれてきた伝統的な食文化の継承、食品ロスといった食に関する課題が引き続き存在し

ています。 

このような食生活をめぐる環境変化に伴い、国は、平成 17 年 6 月制定の食育基本法にお

いて、国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むため、食育を推進す

ることとし、平成 18 年 3 月の｢食育推進基本計画｣の策定を機に、平成 23 年度の「第 2 次

食育推進基本計画」、平成 28 年 3 月の「第 3 次食育推進基本計画」において食育の推進に

関する基本的な方針や目標について定め、生涯を通じた取組の推進、国、地方公共団体、

教育関係者、農林漁業者、食品関連事業者、ボランティアなどが主体的かつ多様に連携・

協働しながら、取組を推進しています。 

また、北海道では、平成 17 年に「北海道食育推進行動計画」を、平成 21 年に「どさん

こ食育推進プラン」（北海道食育推進計画（第 2 次））、平成 26 年 3 月に地域における多様

な食育の継続的な実践を目標とした「どさんこ食育推進プラン」（北海道食育推進計画（第

3 次））を策定し、道内の食育を総合的に進めることとしています。 

北広島市でも、平成 24 年 3 月に｢北広島市食育推進計画｣を策定し、平成 28 年度までを

計画期間とし、“「食べることは生きる上で欠かせない、命の源である」ことを今一度確認

し、食と健康について自ら知識を習得し、実践する力をはぐくみます”を基本理念として 6

つの基本目標を掲げ、保育、農業、教育、環境、保健など各分野での取組を生かしながら、

市民一人ひとりが生涯にわたって、健康で幸せに暮らせるまちづくりを目指し、食育を推

進してきました。 
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 しかし、少子高齢化の進展、人口減少社会の到来、価値観とライフスタイルの変化など

食を取り巻く社会環境が大きく変化する中で、食に関する意識や世帯構成の変化による

様々な生活状況が健全な食生活を実践することを難しくさせ、また情報化社会による食に

関する正しい情報を適切に選別し、活用することも難しくなっており、食を取り巻く課題

は依然として顕在化しています。その解決に向けて、市全体での取組として「多様に連携・

協働し、自ら食育推進のための活動を実践する（法第 6 条）」とともに、実践しやすい社会

環境づくりを推進する必要があります。 

 こうしたことを踏まえ、前計画の基本理念を踏襲し、今後の本市の食育に関する取組を

更に総合的および計画的に進めるために、本市では第 2 次食育推進計画を策定しました。 

 

 

 ⌐⅔↑╢ 3 H28 32 ─  
 

● 若い世代を中心とした食育の推進 

● 多様な暮らしに対応した食育の推進 

● 健康寿命の延伸につながる食育の推進 

● 食の循環や環境を意識した食育の推進 

● 食文化の継承に向けた食育の推進 

 

 

 ⌐⅔↑╢≥↕╪↓ ⱪꜝfi H26 30 ─ ↔≤─  
 

● 食をとおした健康の維持・増進 

● 地域に根差した食関連産業への理解と支援 

● 環境の保全・食文化の継承 

● 食育を推進する基盤づくり 

 

 



3 

 

 ̬  

 

（１）本計画は、食育基本法の目的・基本理念を踏まえ、同法第 18 条第 1 項に基づく市町

村食育推進計画として位置づけます。 

（２）本計画は、食育を進めるための基本的な考え方を明らかにするとともに、食育を具体

的に推進するための総合的な指針として位置づけます。 

（３）本市の総合計画（第 5 次）に位置づけられた個別計画として、「北広島市健康づくり

計画（第 4 次）健康きたひろ 21」をはじめ、本市における諸計画等との整合性を図る

ものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

本計画の期間は、平成 29 年度から 33 年度までの 5 年間とします。 

 

 

  

食育推進基本計画 

（国） 

北広島市食育推進計画
（市） 

どさんこ食育推進プラン
（道） 

（食育基本法第 16 条） 

（食育基本法第 18 条） （食育基本法第 17 条） 



4 

 

 ὑ̱Ѱ 

 

 

本計画は、保育、農業、教育、環境、保健など様々な分野で食育が取り組まれているこ

とから、これら行政の関連する部門が連携し、多角的な視点から食育に関する施策を総合

的かつ計画的に推進することが必要なため、庁内の関係する部局の参加による「北広島市

食育推進計画庁内検討委員会」を設置し、計画策定に向けた協議を行いました。 

 

 

①北広島市食育推進懇談会の設置 

本計画は、市民の心と健康を支える食育活動について、関係機関が共通の認識を持ち、

連携しながら、食育を推進する必要があることから、第 1 次計画同様、食品関連事業者、

生産者、消費者、教育関係者、公募による市民などで構成する「北広島市食育推進懇談

会」を設置し、幅広い関係者の意見を計画に反映する体制をとりました。 

 

② アンケート調査の実施 

市民の食に対する意識や考え方を把握するため、18 歳以上の 1,000 人を対象にした「北

広島市食育推進計画アンケート」、小中学生を対象とした「食生活に関するアンケート」

を実施し、計画策定の基礎資料としました。 

 

③ 市民からの意見の反映 

計画案について市民からパブリックコメントで意見を募りました。 
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第 1次北広島市食育推進計画では、基本理念のもと、実現に向けた 6 つの基本目標とライ

フステージごとの取組を定め、市民・地域・企業・団体・行政が連携を図り、食育の取組を

進めてきました。 

 

≈─         ≈─ꜝ▬ⱨ☻♥כ☺  

 ☺כ♥☻   

１ 食事は楽しみながらおいしく ●妊産期（胎児期） 

２ 規則正しい生活リズムの確立 ●乳幼児期（0～5歳） 

３ 栄養バランスのとれた食生活の実践 ●学齢期（6～15歳） 

４ 食べ物の大切さを知り、自然の恵み 

 に感謝する 

●青年期（16～24歳） 

●壮年期（25～44歳） 

５ 地元食材の活用 ●中年期（45～64歳） 

６ 食の情報を得て、知識・技術を身に 

つける 

●高齢期（65歳以上） 

 

 

本章では、基本目標ごとに市民の食生活に関するアンケート調査結果等から把握できた

「食」をめぐる現状と、平成 24 年度から平成 28 年度までにおける市の取組状況と実績を

整理し、第 2 次計画に向けての課題を抽出しました。 

 

 

 ֓  

 

▪fi◔כ♩ 

平成 28 年 8 月に北広島市食育推進計画策定にあたって市民アンケートを実施しました。 

 

① 調査の目的 

北広島市民の食育に関する意識や関心、日ごろの生活等についての考え方等を把握

するとともに、食育の推進を図るため、平成 29 年度からの次期食育推進計画の策定の

ための基礎資料とすることを目的としました。 
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② 調査対象 

平成 28 年 8 月 1 日現在、北広島市に在住の 18 歳以上の市民から 1,000 人を無作為

に抽出しました。 

③ 調査方法 

郵送により調査票を発送・回収しました。 

④ 調査期間 

平成 28 年 8 月 16 日から 8 月 28 日までです。 

⑤ 回収状況 

本調査の回収状況は、以下のとおりとなっています。 

   

 1,000  

 467 46.7  

 

⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩ 

平成 28 年 9 月・10 月に北広島市食育推進計画策定にあたって、小学 2・5 年生、中学 2

年生（同一学年に複数クラスがある場合は、1 クラスのみ実施）を対象にアンケートを実施

しました。 

 

① 調査の目的 

小中学生の日ごろの食生活等を把握するとともに、食育の推進を図るため、平成 16・

21 年度に実施した調査との経年変化を比較し、食育推進のあり方を方針として定める

平成 29年度からの次期食育推進計画の策定のための基礎資料とすることを目的としま

した。 

② 調査対象 

市立小中学校の小学 2・5 年生、中学 2 年生（同一学年に複数クラスがある場合は、

1 クラスのみ実施）としました。 

③ 調査方法 

市立小中学校へ調査票を配布し、回収しました。 

④ 調査期間 

平成 28 年 9 月 29 日から 10 月 7 日までです。 

⑤ 回収状況 

本調査の回収状況は、以下のとおりとなっています。 

   

    

 463  173  

 447 96. 5  170 98. 3  
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3  

3 歳児を対象とした健康診査における問診で、保護者が回答した「食生活」に関する項目

を活用しました。 

 

① 主旨 

乳幼児期の食育の推進を図るため、北広島市の 3 歳児健康診査を受診した際の保護

者が記載する問診票の食生活に関する項目を平成 29年度からの次期食育推進計画の策

定のための基礎資料として活用しました。 

② 対象 

平成 27年度に 3歳児健診を受診した 3歳児 346人（有効回答者数）を活用しました。 

③ 方法 

保護者が問診票を記載し、健診時に回収しています。 

④ 回収状況 

本問診票の回収状況は、以下のとおりとなっています。 

   

27 3  404  

27 3  346 85.6  

 

 

 Ḩ  

 

市の取組状況と実績については、基本目標と対象となるライフステージが複数重なりあ

っているため、その目標に関連する主な取組を振り分けて記載しました。取組のタイトル

の右欄に、その取組が何の「基本目標」と「ライフステージ」に該当するかわかるように、

6 つの基本目標は番号で、ライフステージは各時期の頭文字を表記し、黒く塗りつぶしてい

ます。 

 

     例） 

 

  

 1 2 3 4 5 6  
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(N=467)

(N=522)

89.7%

86.4%

8.8%

12.6%

0.6%

0.4%
0.6%

0.2%

0.2%

0.4%

0% 50% 100%

 1 ͔  

 

ₒ  ₓ │ ⇔╖⌂⅜╠ ⇔ↄ ═╕⇔╞℮⁹ 

 

 

 1 ─  
 

╛ ≤ ⌐ ╩ ⇔⁸╖╪⌂≢ ╩ ╖╕⇔╞℮⁹ 

食事は、家族や仲間と触れ合う楽しい時間です。「食」を通じたコミュニケー

ションの機会を大切にしましょう⁹ 

│⁸╟ↄ ╪≢ ╦™⌂⅜╠ ═╕⇔╞℮⁹ 

よく噛んで食べることは、脳の活性化や肥満の防止につながります。食事は、

ゆっくりよく噛んで味わいながら食べましょう。 

 

 

 ─ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

 

₈ ₉─ ─ ⌐≈™≡ 

18 歳以上の市民へのアンケートでは、生活の中で「食事」や「食べること」が重要なこ

とだと思っている人は 89.7％です。ただし、8.8％の人が「どちらかといえば思う」と回答

しています。前回調査では、「重要と思う」と回答した人が、86.4％であったことから、食

の重要性を認識している割合が増えてきていることが分かります。 

 

1 ─ ⌐ ∆╢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 
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≤─ ─ ⌐≈™≡ 

夕食を家族と食べる頻度については、１人暮らしの世帯を除いて、夕食を家族と一緒に

「ほとんど毎日食べる」が 66.5％です。前回調査では、「ほとんど毎日食べる」と回答した

人が、59.9％となっていました。 

また、朝食を家族と食べる頻度については、１人暮らしの世帯を除いて、朝食を家族と

一緒に「ほとんど毎日食べる」が 52.7％です。前回調査では、「ほとんど毎日食べる」と回

答した人が、46.1％であったことから、家族で共食している割合が増えてきていることが分

かります。 

 

2 ╩ ≤ ⌐ ═╢  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3 ╩ ≤ ⌐ ═╢  

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 
 

また、家族との共食について、1 週間のうち、朝食、夕食ともに家族と一緒に「ほとん

ど毎日食べる」「週に 4~5 日食べる」と回答した人を合わせると、割合は 53.9％となって

おり、家族と朝、夕食ともに一緒に食べる人の割合が半数を超えていることが分かりま

す。 

さらに、朝食と夕食ともに家族と一緒に食べる頻度を年齢別にみると、「70～79 歳」「80

歳以上」では、それぞれ 75.8％、70.6％と 7 割を超えています。また、「18～24 歳」「25

～29 歳」では、それぞれ 15.4％、28.6％と他の年齢と比べて低くなっていることが分か

ります。  

(N=421)

(N=469)

66.5%

59.9%

7.4%

12.6%

10.2%

11.5%

8.3%

6.0%

5.9%

6.4%

1.7%

3.6%

0% 50% 100%

4 5 2 3

1

(N=421)

(N=469)

52.7%

46.1%

6.2%

6.4%

9.0%

11.1%

8.8%

10.0%

20.7%

22.2%

2.6%

4.3%

0% 50% 100%

4 5 2 3

1
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ה 4 ≤╙⌐ ≤ ⌐ ═╢ N=421  

 

   
β「ほとんど毎日食べる」は、「ほとんど毎日食べる」「週に 4～5日

食べる」回答者、「週に数回またはほとんど食べない」は、「週に 2

～3日食べる」「週に 1日程度食べる」「ほとんど食べない」回答者

とする 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

 

 

ה 5 ≤╙⌐ ≤ ⌐ ═╢ ( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
 

 

β<毎日>とは、「ほとんど毎日食べる」「週に 4～5日食べる」回答者とする 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

, 

53.9%

, 
46.1%

(N=13)

(N=14)

(N=36)

(N=69)

(N=60)

(N=100)

(N=91)

(N=34)

15.4%

28.6%

55.6%

40.6%

33.3%

59.0%

75.8%

70.6%

84.6%

71.4%

44.4%

59.4%

66.7%

41.0%

24.2%

29.4%

0% 50% 100%
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父

母

兄弟

他

20.8%

75.1%

56.6%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

兄弟

他

5.2%

49.7%

13.9%

56.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

兄弟

他

44.2%

93.1%

62.1%

11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北広島市 3 歳児健康診査による「食生活」に関する問診の結果によると、3 歳児では 9 割

以上が朝食、昼食、夕食ともに誰かと食べていることがわかります。昼食と夕食では「誰

かと食べる」と回答した人の合計が 98.3％ですが、朝食は 92.8％となっています。 

 

 

6 ╩ ≤ ═≡™╢⅛ 3 N=346  

 

ₒ ₓ           ₒ ╩ ⌐ ═≡™╢ ₓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₒ ₓ           ₒ ╩ ⌐ ═≡™╢ ₓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₒ ₓ           ₒ ╩ ⌐ ═≡™╢ ₓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β 3 ⅛╠ 

  

1 , 6.6%  

─

⅛ 

92.8% 

, 

0.6% 

1 , 0.3%  

─

⅛ 

98.3% 

, 

1.40% 

1 , 0.8%  

⅛≤, 

98.3% 

, 

0.80% 
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64.7%

32.7%

1.6%

0.7%

0.4%

53.0%

41.0%

3.0%

3.0%

0.0%

47.0%

42.0%

2.0%

8.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

H28 N=447

H21 N=577

H16 N=595

57.1%

34.7%

6.5%

1.8%

0.0%

54.0%

38.0%

4.0%

3.0%

1.0%

44.0%

45.0%

4.0%

5.0%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

H28 N=170

H21 N=173

H16 N=187

小中学生の共食の状況をみると、夕食では「みんなとそろって食べる」と「誰かと食べ

る」と回答した人の合計が小学生は 97.4％、中学生は 91.8%となっています。平成 16 年度

と平成 23 年度の調査と比べると、夕食を「みんなとそろって食べる」と回答した割合が小

学生も中学生も増えています。ただし、中学生では「1 人で食べる」と回答した割合も、前

回調査から比べて高くなっています。 

 

7 ╩ ⌐ ═╢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8 ╩ ⌐ ═╢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩⅛╠  
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, 2.6%

, 
25.1%

, 
24.4%

, 
28.3%

, 
13.7%

, 
6.0%

╛ ◖Ⱶꜙ♬♥▫כ≢─ ⌐≈™≡ 

地域や所属コミュニティー（職場等を含む。）での食事会等の機会への参加意向について

は、「とてもそう思う」「そう思う」の合計が 27.7％、「全くそう思わない」「あまりそう思

わない」の合計が 42.0％です。 

参加意向がある人について、食事会等への参加状況を聞いたところ、「参加した」が 63.6％、

「参加していない」が 30.2％となり、参加したい人で参加していない割合が約 3 割いるこ

とが分かります。 

 
 

9 ≢─ ⌐ ∆╢ N=467  10 ≢─ ─ N=129  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 
 

═ ─ ∕⇔╚ↄ ⌐≈™≡ 

「ゆっくりよく噛んで食べている」が 10.9％、「どちらかといえばゆっくりよく噛んで食

べている」が 38.8％となり、「どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べていない」が 39.6％

と最も高くなっています。咀嚼や味わいについて、約 5 割があまり意識していないことが

分かります。 

 
 

11 ⌐ ∆╢ ═ ─ N=467  

 

 

 

 

 

 
 
 
 

β ▪fi◔כ♩⅛╠  

 

        

H27  47.2% 58.2% 

H28  40.0% 57.7% 

, 10.9%

, 38.8%
, 

39.6%

, 10.1%

, 0.6%

, 
63.6%

, 
30.2%

, 

6.2%
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 ─  

 

⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢  

 

 

市民の食に関する悩みを解消し、健全な食生活に向けた食事の環境整備や知識や技術、

実践のヒントを知ることができています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

健康情報展 

(元気フェス

ティバル栄養

コーナーは

H26 年度まで

実施)  

健康情報の展

示、各種測定、

相談等を実施 

健康づくり推

進員と協働で

企画 

約 800人 

（470人） 

約 900人 

（543人） 

約 1,000 人 

（400人） 
約 900人 約 900人 

食育講演会 
食に関する講

演会を開催 
78人 60人 44人 47人 60人 

出前健康講座 

(栄養関係 

抜粋)  

生活習慣病予

防、食生活な

どについての

知識を啓発 

10回 

224人 

10回 

213人 

15回 

333人 

14回 

285人 

15回 

300人 

生活習慣病 

予防講演会 

生活習慣病等

に関するテー

マで講演会を

開催 

2回 

178人 

2回 

163人 

2回 

271人 

2回 

70人 

2回 

150人 

健康運動教室 

水中運動教室 

運動実技と栄

養や口腔ケア

等の健康講座

を実施 

実 75人 

実 31人 

実 77人 

実 35人 

実 71人 

実 54人 

実 68人 

実 63人 

実 65人 

実 65人 

子育て講座 

離乳食や幼児

食、子どもの

歯、おやつ作

りをテーマに

開催 

5回 

117人 

4回 

68人 

7回 

68人 

5回 

77人 

5回 

86人 

（地域子育て支援センター・健康推進課・高齢者支援課） 

  

 1 2 3 4 5 6  
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≢─ ≤ ─ 

ה  

 

地元の農業経営者から直接話を聞いたり、参加した家族と一緒に調理実習をし、試食を

しながら、農家の苦労や喜び、農作物への関心を高める機会となっています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28 

食農教室 

親子を対象

に市内の農

家で農作物

の収穫体験

と調理体験 

参加数 
14組 

33人 

15組 

34人 

8組 

19人 

9組 

19人 

9組 

20人 

参加して

「満足」

と回答し

た数 

28人 

（85%） 

32人 

（94%） 

19人 

(100％)  

19人 

(100％)  

1７人 

（85%） 

田植え・稲刈

り教室 
参加数 80人 80人 77人 78人 79人 

 （農政課） 

 

 

╕≤╘  

 核家族化や１人暮らし世帯の増加、ライフスタイルの多様化などにより、家庭において

家族がそろって食卓を囲むことが減少し、欠食や孤食の課題がありますが、アンケートに

回答した約 9 割の方が食の重要性を認識しており、前回調査と比べて、家族と共食する割

合が増えてきています。年代別では若い世代では、他の年代と比べて家族と共食する割合

が低くなっています。また、3 歳児の共食の状況は、昼食や夕食より朝食が共食の割合が低

くなっています。共食の機会を増やす取組が、引き続き必要です。 

地域での食事会等の共食の機会への参加意向のある人が、参加していない割合は 3 割程

度いることがアンケートから把握できました。 

１人暮らしや夫婦のみで生活する高齢者、ひとり親世帯、貧困状況にある子どもなどが、

食事を楽しみ、食への関心を持ち続けていられるよう、地域特性に応じた食を通した交流

を推進する取組が必要です。 

ゆっくり噛んで食事をする人の割合は、全国と比べると比較的男性がゆっくり噛んで食

事をする割合が低い状況です。生活の楽しみとして食事をとるために口から食べることは

重要であり、低栄養を予防し、介護予防にもつながることから、歯科保健とも連携した取

組も必要です。 

 

  

 1 2 3 4 5 6  
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40.7%

47.5%

10.2%

15.3%

8.5%

10.2%

3.4%

0.0%

10.2%

36.5%

54.1%

6.8%

21.6%

4.1%

13.5%

1.4%

2.7%

10.8%

0% 50% 100%

H28 (N=59)

H23 (N=74)

ₒ  ₓ ⇔™ ꜞ☼ⱶ╩ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

 

 

 1 ─  
 

ה ה⅝ ↔│╪╩ ⌐⇔╕⇔╞℮⁹ 

健康づくりの基本は、十分な睡眠や適度な運動、1 日 3 回の食事という生活

習慣を身につけることです。早寝早起きを心がけて、毎日、朝食をしっかり食

べましょう。 

 

 

 ─ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

 

─ ⌐≈™≡ 

18 歳以上では、87.2％の人が朝食を「ほとんど毎日食べる」と回答していますが、週に

1 日以上朝食を抜く人も 12.6％います。前回調査では、「ほとんど毎日食べる」と回答した

人が、84.7％であったことから、若干の改善がみられますが、平成 28 年度の目標値である

90％には届かない結果となりました。 

朝食を食べない理由は、「朝はお腹がすかないから」「時間的に余裕がないから」という

回答が、前回調査に引き続き多くなっています。 

 

 

12          13 ╩ ═⌂™  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠  

(N=467)

(N=522)

87.2%

84.7%

3.4%

5.2%

3.2%

4.0%

0.4%

0.2%

5.6%

4.8%

0.2%

1.1%

0% 50% 100%
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小中学生の朝食の摂取状況をみると、平成 21 年と平成 28 年を比べると、「必ず食べる」

と回答した小学生は 86.0％から 84.6％と若干減少、中学生は 82.0％から 85.3％と若干増加

となっています。また、「ときどき食べない」「ほとんど食べない」という小学生は 14.0%

から 15.5%と若干増加、中学生は 18.0%から 14.1%と若干減少となっています。 

朝食を「ときどき食べない」「ほとんど食べない」と回答した小中学生の食べない理由と

して、小学生では、「時間がない」が一番多いですが、前回調査から比べて低くなっていま

す。「食欲がない」が 2 番目に多い理由で、前回調査より割合が高くなっています。中学生

では、「時間がない」が圧倒的に多く、「食欲がない」は大きく減っています。 

 
 

14  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 ╩ ═⌂™ 3≈╕≢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩⅛╠ 

(N=447)

(N=577)

(N=595)

84.6%

86.0%

78.0%

12.1%

12.0%

18.0%

3.4%

2.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.4%

10.1%

53.6%

10.1%

1.4%

0.0%

34.0%

16.0%

76.0%

15.0%

24.0%

0.0%

52.0%

11.0%

67.0%

18.0%

31.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

H28 N=69

H21 N=81

H16 N=131
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16  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 ╩ ═⌂™ 3≈╕≢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

 

 

 

  

(N=170)

(N=173)

(N=187)

85.3%

82.0%

80.0%

10.6%

13.0%

16.0%

3.5%

5.0%

4.0%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.0%

4.2%

79.2%

0.0%

8.3%

0.0%

75.0%

6.0%

63.0%

9.0%

16.0%

0.0%

54.0%

3.0%

68.0%

22.0%

32.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28 N=24

H21 N=31

H16 N=37
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 ─  

 

⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢  

児童生徒の食や健康、社会の仕組みに関して知識を得、給食活動を通して正しい食事・

食習慣を身につけるなど、関心を高めています。体験型学習では食べ物を大切にする心を

育んでいます。 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

食に関す

る指導の

推進事業 

小中学校で児

童生徒の発達

に応じた指導

を実施 

栄養教諭によ

る指導を全小

学校で実施 

食に関する

授業実施率 
66.1% 73.2% 70.1％ 77.3％ 77.4％ 

栄養教諭に

よる食指導 

小学校 

107回 

中学校 

18回 

小学校 

103回 

中学校 

20回 

小学校 

104回 

中学校 

13回 

小学校 

103回 

中学校 

19回 

小学校 

106回 

中学校 

20回 

 （学校教育課・学校給食センター） 

 

⌐⅔↑╢ 

₈ ה ה⅝ ↔│╪₉ ─  

 

子どもの正しい生活リズムの必要性や食習慣を見直す機会となっています。 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

出前食育講座 

幼稚園等の教諭や保

護者を対象に早寝、

早起き、朝ごはんを

啓発 

参加数 90人 43人 6人 32人 35人 

                                  （健康推進課） 

 

 

╕≤╘  

18 歳以上のアンケートから見る朝食の摂取状況については、前回調査と比較して若干の

改善がみられます。 

小中学生の朝食の摂取状況は、前回調査と比べると、小学生は若干減少、中学生は若干 

増加しています。しかし、依然として「ときどき食べない」「ほとんど食べない」という小

中学生は、1 割を超えています。 

朝食の欠食については、小中学生など学齢期から習慣化することのないよう取組が必要

です。 

 

 

 

 1 2 3 4 5 6  

        

 1 2 3 4 5 6  
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ₒ  ₓ Ᵽꜝfi☻─≤╣√ ╩ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

 

 

 1 ─  

 

Ᵽꜝfi☻─ ╣√ ╩ ╡ ╣╕⇔╞℮⁹ 

米を主食とし、魚や野菜、大豆を組み合わせた伝統的な食生活に、肉類、牛

乳・乳製品、油脂、果物などが豊富に加わって、多様性のある日本型食生活は、

主食・主菜・副菜がそろった栄養的にも優れた食事です。日本型食生活を取り

入れましょう。 

╩ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

自分の適正体重や食事量を知り、生活習慣病を予防しましょう。 

 

 

 ─ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

 

Ᵽꜝfi☻⌐ ⇔√ ─  

主食（ごはん、パン、麺など）・主菜（肉・魚・卵・大豆製品などを使ったメインの料理）・

副菜（野菜・きのこ・いも・海藻などを使った小鉢・小皿の料理）を 3 つそろえて食べる

ことが 1 日 2 回以上ある日数（1 週間あたり）を聞きました。 

栄養バランスに配慮した食生活の実践について、「ほぼ毎日」が 46.9％、「週に 4～5 日」

が 23.1％です。7 割の人がバランスに配慮した食生活を実践していますが、「週に 2～3 日」

「ほとんどない」も 29.3％となっています。 

朝食における野菜の摂取については、「ほとんど毎日食べる」が 54.5％、「週に 4～5 

日食べる」を含めると 64.3％です。ただし、18.9％の人が「ほとんど食べない」と回答し

ています。前回調査と比較すると、「ほとんど毎日食べる」と回答した人の割合が約 15% 

上昇しています。 
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18 Ᵽꜝfi☻⌐ ⇔√ N=467  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 ≢─ ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

β朝食を「ほとんど毎日食べる」と回答した                               

人のみ回答 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

╖─ ╛ ─  

調理済みの惣菜や弁当を利用する頻度は、「月に 2～3 日程度」が最も多く 31.5%です。「ま

ったく利用しない」は 18.2％です。 

調理済みの惣菜や弁当を利用する理由は、「調理の時間が短縮できるから」が最も多く、

47.2％です。また、「調理をするのがめんどうだから」という回答も、28.2％あります。 

  

 

        

H27  47.6% 52.7% 

H28  46.7% 47.4% 

, 

46.9%

4 5

, 23.1%

2 3

, 21.2%

, 8.1%

, 
0.6%

(N=407)

(N=442)

54.5%

39.8%

9.8%

17.6%

11.3%

17.0%

4.9%

5.7%

18.9%

19.2%

0.5%

0.7%

0% 50% 100%

4 5

2 3 1
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20 ╖ ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  

        

H27  41.1% 39.4% 

H28  33.3% 30.8% 

 

 

21 ╖ ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前設問で週に 3 日以上利用する」「週に 1～2 日利用する」「月

に 2～3 日程度」「月に 1 日以下」と回答した人のみ回答 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

(N=467)

(N=522)

6.0%

6.1%

25.7%

19.9%

31.5%

35.1%

18.0%

17.8%

18.2%

19.9%

0.6%

1.1%

0% 50% 100%

3 1 2

2 3 1

1.3%

47.2%

28.2%

9.2%

19.0%

13.7%

4.7%

13.7%

3.4%

48.3%

26.0%

12.6%

16.0%

15.5%

9.7%

13.1%

0% 50% 100%

H28 (N=379)

H23 (N=412)
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─ ⌐≈™≡ 

生活習慣病予防の実践については、「ときどき気をつけているが、継続的ではない」が最

も多く 43.3％で、次いで「実践して、半年以上継続している」が 38.8％です。 

前回調査では、「実践し、半年以上継続している」が 28.5％であったことから、生活習慣

病予防を継続的に実践している人が増えてきていることがわかりますが、平成 28 年の目標

値 50％には届かない結果となりました。 

 

 

22 ─ ╛ ⌐ ∆╢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BMI25.0  

        

H27  29.5% 19.2% 

H27  30.2% 20.2% 

 

BMI18.5  

        

H27  4.2% 

11.1% 

 

20  22.3% 

30  15.5% 

H27  3.4% 10.8% 

H27  
 

20 30 16.8% 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

  

(N=467)

(N=522)

38.8%

28.5%

2.8%

3.6%

43.3%

48.1%

5.6%

9.2%

7.3%

8.2%

2.4%

2.3%

0% 50% 100%
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中学生が「食生活と健康のかかわりについて知りたいこと」については、「病気予防の食

事について」「栄養バランスについて」「色々な料理の作り方について」と回答した人が約 3

割います。 

 

 

23 ≤ ─ ╦╡⌐≈™≡ ╡√™↓≤ ⁸N=170  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩⅛╠ │ ─╖  

 

 

 

 

═ ─ ⅝ ™⌐≈™≡ 

小中学生の食べ物の好き嫌いの状況については、「ない」と答えた小学生が 18.6％、中学

生が 15.9％となっており、8 割以上の小中学生は好き嫌いがあることが分わかります。し

かし、前回調査と比べると、好き嫌いが「多い」と回答している割合は減少傾向にありま

す。嫌いな食べ物の対処については、「がまんして食べる」が小学生で 55.5％、中学生で

46.9％となっています。 

 
 

  

28.8%

29.4%

11.8%

22.9%

14.7%

12.4%

10.6%

28.8%

11.2%

11.2%

5.9%

21.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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24 ═ ─ ⅝ ™  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 ═ ─ ⅝ ™  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26 ™⌂ ═ ─  

 

 

 

 

 

 
β食べ物の好き嫌いが「少ない」「多い」

と回答した人のみ回答  

 

 

β ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩⅛╠  

(N=447)

(N=577)

(N=595)

18.6%

17.0%

14.0%

56.8%

54.0%

52.0%

24.6%

29.0%

34.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=170)

(N=173)

(N=187)

15.9%

15.0%

9.0%

57.6%

52.0%

52.0%

26.5%

33.0%

39.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生
(N=364)

中学生
（N=143）

55.5%

46.9%

33.5%

39.2%

10.7%

14.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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 ─  

 

╛  ╢↑⅔⌐☻ⱦכ◘

≢ ╡─⌂™ ─  

 

 栄養バランスのとれた食事を安定的に提供することで、偏りを防ぐ食事摂取や生活習慣

病の予防の手助けとなっています。 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

学校 

給食 

小中学校

にて給食

を提供 

小学校 

給食回数 

170～ 

192回 

174～ 

192回 

173～ 

194回 

173～ 

195回 

175～ 

195回 

中学校 

給食回数 

166～ 

192回 

167～ 

191回 

168～ 

192回 

167～ 

191回 

162～ 

192回 

配食サ

ービス 

調理が困

難な高齢

者や障が

い者のみ

の世帯に

夕食の弁

当を配達 

利用者数 285人 304人 329人 340人 360人 

配食数 43,263食 42,951食 47,725食 49,946食 51,570食 

                        （学校給食センター・高齢者支援課） 

 

 

≢─  

 

 

自分や家族に必要な栄養の基準量を知り、自分や家族に合った食品を判断し、選択でき

るようになっています。 

 H24 H25 H26 H27 H28( )  

乳幼児健診 
栄養 

指導数 
1,197 人 1,126 人 1,109 人 1,160 人 1,200 人 

特定 

保健指導 
実施率 

58.0% 

（196人） 

64.7% 

（189人） 

60.5％ 

（202人） 

72.3％ 

（222人） 

60.0％ 

（200人） 

成人 

健康相談 
利用数 実 101人 実 132人 実 167人 実 175人 実 180人 

（健康推進課） 

 

 

  

 1 2 3 4 5 6  

        

 1 2 3 4 5 6  
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╛ⱨכ♪⸗♦ꜟ⌂≥─ ╩ ⇔√ 

 

 

自分や家族の必要な栄養の基準量を知り、参加者同士の交流や情報交換でも、栄養摂取

のコツや工夫を学んでいます。 

 H24 H25 H26 H27 H28( )  

マタニティ 

スクール 
栄養講座 42人 30人 46人 31人 38人 

育児交流会 離乳食講座 56組 71組 50組 55組 65組 

健康づくり 

推進員講座 
講座・試食 51人 49人 47人 20人 9人 

健康教室・ 

生活習慣病 

予防教室 

栄養講座 
実 50人 

延 130人 

実 28人 

延 73人 

実 39人 

延 112人 

実 27人 

延 52人 

実 30人 

延 90人 

（健康推進課） 

 

 

 

╕≤╘  

 栄養バランスに配慮した食生活の実践について、7 割の人がバランスに配慮した食生活を

実践しています。全国と本市では同じ割合となっています。 

 惣菜やお弁当を週 1 回以上利用している人の割合は、全国と比べると、本市アンケート

では男女ともに低い割合となっています。 

生活習慣病予防の実践については、前回調査と比べ、生活習慣病予防を継続的に実践し 

ている人が増えてきています。 

肥満者の割合は、全国的に女性は 10 年間で有意に減少していました。平成 27 年度の北

広島市特定健診結果の肥満者の割合は男女ともに、全国と同じ程度の割合となっています。 

やせの者の割合は、本市の平成 27 年度妊娠届出時に行う妊娠に関するアンケートでは妊

婦の非妊時のやせの者は、全国の 20 歳代女性のやせの者より割合が低い結果です。 

これらの特徴から、ライフステージや社会環境に応じ対象世代を絞った啓発、若年層へ

向けた栄養バランスのとれた食事についての理解を深めることが課題です。 

 

 

 

 

 

  

 1 2 3 4 5 6  
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ₒ  ₓ ═ ─ ↕╩ ╡⁸ ─ ╖⌐ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

 

 

 1 ─  
 

₈ ₉⌐ ╦╢ √∟⌐ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

生産から消費に関わる多くの人たちへの理解を深め、「食」の大切さと感謝の

気持ちを育みましょう⁹ 

₈╙∫√™⌂™₉─ ∟╩ ⌐⇔╕⇔╞℮⁹ 

食べることは、動植物の命を受け継ぐことでもあります。「もったいない」の

気持ちを大切にし、無駄にしない取組を進めましょう。 

₈™√∞⅝╕∆₉₈↔∟∕℮↕╕₉─№™↕≈╩⇔╕⇔╞℮⁹ 

「いただく」は、他の命をいただくという意味もあります。生命を粗末にし

ないためにも、感謝の気持ちを込めて「いただきます」「ごちそうさま」のあい

さつをしましょう。 

 

 

 ─ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

 

ה ─№™↕≈ 

「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつの実践について、食前・食後に「いつもし

ている」が 55.9％「ときどきしている」が 29.3％です。 

前回調査では、「いつもしている」が 51.3％であったことから、食前・食後のあいさつを

実践している人が増えてきていることがわかりますが、平成 28 年度の目標値 100％には届

かない結果となりました。 

小中学生アンケートでは、「いつもあいさつする」が小学生 79.6％、中学生 71.8％で、前

回調査と比較してほぼ変わらないという結果になりました。 

3 歳児健康診査の結果によると、93.1％が「手洗い・いただきますの習慣あり」と答えて

います。 
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™ה™

√∞⅝╕∆

─ №╡, 

93.1% 

™─

™ה╡№

√∞⅝╕∆

─ ⌂⇔, 

0.3% 

™─

™ה⇔⌂

√∞⅝╕∆

─ №╡, 

0.3% 

≥∟╠─

╙⌂⇔, 

3.5% 

≥∟╠≢╙

⌂™, 0.6%  
, 2.3%  

(N=170)

(N=173)

71.8%

71.7%

20.0%

20.2%

8.2%

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27 ─ ─ N=467  

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

28 ─ ─     29 ─ ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

β ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

─∆╕⅝∞√™ה™ 30 3 N=346  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ⅛╠ 

  

(N=467)

(N=522)

55.9%

51.3%

29.3%

35.1%

14.1%

13.4%

0.6%

0.2%

0% 50% 100%

(N=447)

(N=577)

79.6%

77.8%

17.0%

19.4%

3.1%

2.6%

0.2%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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₈ ꜡☻₉⌐≈™≡  

「食品ロス」に関する認知度は、「よく知っている」が 37.9％、「ある程度知っている」

が 42.4％です。また、食品ロスを軽減するために取り組んでいることとしては、「冷凍保存

を活用する」が 66.6％と最も高く、次いで「賞味期限」を過ぎてもすぐに捨てるのではな

く、自分で食べられるか判断する」が 59.7％、「残さず食べる」が 43.5％、「小分け商品、

少量パック商品、バラ売り等食べきれる量を購入する」が 43.0％です 

 

 

31 ₈ ꜡☻₉─ N=467  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32 ₈ ꜡☻₉ ─√╘⌐ ╡ ╪≢™╢↓≤ ⁸N=467  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

  

, 

37.9%

, 42.4%

, 
12.6%

, 5.8%

, 

1.3%

43.0%

66.6%

36.8%

27.4%

32.8%

43.5%

59.7%

1.9%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%
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33 ₈ ꜡☻₉ ─√╘⌐ ╡ ╪≢™╢↓≤ ₈ ꜡☻₉ N=467 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

⌐≈™≡ 

これまでに農林漁業の体験または参加をしたことがあるについては、「庭やベランダ等で

の家庭菜園」が 67.2％と最も高く、次いで「体験または参加したことがない」が 17.1％と

なっています。 

 

 

34 ─ ⁸N=467  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

  

67.2%

6.0%

5.1%

15.0%

2.4%

15.4%

17.1%

0% 20% 40% 60% 80%

176 37.7%

1 0.2% 79.5%

195 41.8%

3 0.6%

54 11.6%

5 1.1%

17 3.6%

10 2.1%

6 1.3%

467 100.0%
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 ─  

 

⌐⅔↑╢ ─ ⁸  

 

 

「大切に育て、収獲し、おいしく食べる」ことを体得し、五感を育んでいます。 

 食べ物の大切さ、自然の恵みに感謝する心を育み、嫌いな野菜も食べられるようになっ

ています。 

 

＜年間スケジュール＞ 

 5 6  9  1 2  

栽培体験 苗植え   

収獲体験 いちご狩り 苗植えした野菜収穫

栗拾い 

 

調理実習  カレーライスづくり 簡単お菓子づくり 

（保育課） 

 

≢ ═ ⇔  

 

 

生徒に残さないで食べようという意識が向上し、給食の食べ残しが減ってきています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

給食食べ残し

調査 

保体委員の生徒と栄

養教諭が中心に年 2

回給食の残量を調査 

実施校 2校 2校 2校 2校 2校 

  （学校給食センター） 

 

◄◖◒♇◐fi◓ ⌐⅔↑╢ 

╙∫√™⌂™ ∟─ ≤ 

─  

 

実際の調理で水や電気の省エネについて考える機会となっています。調理の食材に地元

の農産物の規格外の材料を使用して、地産地消やもったいない気持ちを育成しています。 

  

 1 2 3 4 5 6  

        

 1 2 3 4 5 6  

        

 1 2 3 4 5 6  
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   H24 H25 H26 H27 H28( )  

エコクッ

キング教

室 

小学生を対象

とした省エ

ネ・地産地消

について学ぶ

調理実習 

参加数

（回数） 

156人 

（5回） 

154人 

（5回） 

126人 

（4回） 

143人 

（4回） 

150人 

（5回） 

廃食用油回収 回収量 2335.0ℓ 2314.0ℓ 2150.0ℓ 2195.5ℓ 2200.0ℓ 

生ごみたい肥化を 

勧める講習会 
開催数 6回 5回 3回 4回 4回 

 （環境課） 

 

─√╘─ ≢ 

╩ ╢ ⇔╖╛ ┘╩ 

∆╢ ─  

 

遊休農地を有効に利用することができています。また、開設された農園では、自作する

農作物の成長を喜ぶとともに、農家の苦労も実感することができています。 

  H24 H25 H26 H27 H28( )  

菜園パーク

促進事業 

遊林農地の有効利用を図り、認

定市民農園の施設の開設に要す

る費用の一部を助成 

0件 0件 1件 1件 1件 

  （農政課） 

 

╕≤╘  

「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつの実践について、前回調査より、食前・食

後のあいさつを実践している人が増えてきています。 

「食品ロス」に関する認知度は、「よく知っている」「ある程度知っている」という人が 8

割と高く、食品ロス軽減のための取組を実践している割合も約 8 割と高くなっています。

国の第 3 次食育推進基本計画では、食糧問題の改善を図るためには食品ロスの取組が不可

欠で、食品ロス削減国民運動を展開するとしており、当市は食品ロス軽減のための取組を

実践している人の割合は高いものの、今後より一層食品ロス削減への啓発活動が必要です。 

学校や保育所等での食育計画の策定と実施を通して、食べることの楽しさやマナー等を

身につける機会が増えることも大切です。中学校では食べ残し調査を行い、食べ残さない

意識を浸透させてきていますが、引き続き啓発し、どのライフステージにおいても食品ロ

ス削減の呼びかけを実施していくことが求められます。 

「農林漁業の体験または参加」をしたことがあるについては、「庭やベランダ等での家庭

菜園」が約 7 割で最も高い状況で、生産者との交流や生産の場を知る農林漁業体験は、食

への関心を高める取組として効果が高いことから、体験の機会を提供することが必要です。  

 1 2 3 4 5 6  
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ₒ  ₓ ─ ╩≤╡™╣╕⇔╞℮⁹ 

 

 

 1 ─  
 

ה ⌂ ╛ ≢ ⇔√ ╩ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

生産者と消費者の顔の見える関係は、相互の理解を深めるとともに「食」へ

の信頼を築くことになります。 

地産地消は、フードマイレージを低く抑えることができます。地産地消を進

めましょう。 

 

 

 ─ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

 

─ ⌐≈™≡ 

道内産野菜の購入については、「よく購入する」が 63.4％、「ときどき購入する」を含め

ると、87.6％です。前回調査では、「よく購入する」と回答した人が、57.7％であったこと

から、道内産野菜をよく購入する人の割合が増えてきていることが分かります。 

道内産の野菜を購入する理由は、「鮮度がよいから」が 82.9%と最も多く、次いで「安全・

安心だから」が 67.2％でした。また、「北海道の活性化のため」という回答も、45.7％あり

ます。 

学校給食に北広島市でとれた野菜が多く使われていることについて、小学生・中学生と

もに「知っている」と答えた割合が 6 割を超え、前回調査と比較すると、割合が高くなっ

ています。 

 
 

35 ─  

 

 

 

 

 

 

 
 

β ▪fi◔כ♩⅛╠  

(N=467)

(N=522)

63.4%

57.7%

24.2%

24.5%

0.9%

1.7%

8.4%

12.6%

1.7%

1.5%

1.5%

1.9%

0% 50% 100%
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36 ╩ ∆╢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ≢₈╟ↄ ∆╢₉₈≤⅝≥⅝ ∆╢₉≤ ⇔√  

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

37 ⌐ ╦╣≡™╢ ⌐≈™≡  

 

 

 

 

 

 

 

 

38 ⌐ ╦╣≡™╢ ⌐≈™≡  

 

 

 

 

 

 

 

β ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩⅛╠  

25.9%

82.9%

41.3%

67.2%

45.7%

29.3%

0.5%

8.3%

2.2%

22.6%

74.4%

39.4%

74.4%

45.2%

27.0%

0.5%

8.4%

2.1%

0% 50% 100%

H28 (N=409)

H23 (N=429)

(N=447)

(N=577)

61.5%

52.0%

38.3%

47.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=170)

(N=173)

68.8%

54.0%

31.2%

46.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⌐ ∆╢  

普段、「地産地消」を意識しているかについては、「意識している」が 64.5％、「意識して

いない」が 32.3％となっています。 

 

39 ⌐ ∆╢ N=467  

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

 

 

 ─  

 

ה ⌐≡ ╩ ⇔⁸ 

⌐ ∂╢ 

 

地元・近郊でとれたことを知り、触れることで、おいしさや身近さを感じ、食への関心

や愛着を高めています。 

 H24 H25 H26 H27 H28  

小

学

校 

地元の食材

（時期/ 食材） 

7～11月 

ジャガイモ 

他 5種 

7～11月 

レタス 

他５種 

7～10月 

レタス 

他 7種 

8～11月 

ジャガイモ

他 7種 

7～10月 

ジャガイモ

他 7種 

赤毛種米 

（対象学年/

時期） 

小 4対象 

12月 

小 4対象 

12月 

小 4対象 

1月 

小 4対象 

12月 

小 4対象 

12月 

有機農産物 

（時期/ 回数/  

授業実施校） 

― 

9～10月 

5回 

1校 

9～11月 

7回 

2校 

10～11月 

5回 

2校 

11～12月 

4回 

３校 

保

育

所 

地元の食材

（時期/ 食材） 

通年～米 

6月～いちご 

8・9月～とうもろこし 

                           （学校給食センター・保育課）  

 1 2 3 4 5 6  

        

, 
64.5%

, 

32.3%

, 

3.2%
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╛ ≢ ≢⅝╢  

 

 

 初心者でもわかりやすい説明を行うことで、食や農業への関心が高まり、家庭菜園をす

る人が増えてきています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28 

野菜づく

り講座 

家庭菜園や市民農園

で活用できる農作物

の栽培知識や技術を

提供 

参加数 14人 18人 15人 13人 10人 

参加して「満足」

と回答した数 
11人 15人 15人 11人 8人 

                                    （農政課） 

 

ᵓ ─ ─ ╩   

 

食資産の活用に効果があがっています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

都市型観光

推進事業 

地元食材を使用して

いる商品（コロッケ、

春巻、グラタン、カレ

ー、ポテトパイ、プデ

ィング）を市内外での

イベントで紹介 

WEBにより情報発信 

販売や

PR 
8回 16回 17回 17回 3イベント 

 （観光振興課） 

 

ᵔ ◖fi♥☻♩ 

 

地産地消について周知できる機会となっています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28 

地産地消 

料理 

コンテスト 

その年に選定された地元

食材のオリジナルエコレ

シピを募集し、応募作品

の中から数点の試食審査

をするとともに、レシピ

を配布 

応募数 15点 32点 44点 29点 55点 

※H24～26年度は消費者まつり、H27年度からは環境ひろばの中で実施 

  （環境課） 

 1 2 3 4 5 6  

        

 1 2 3 4 5 6  

        

 1 2 3 4 5 6  
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╕≤╘  

道内産野菜をよく購入する人の割合が増えてきていることが分かります。 

小中学生では、学校給食に北広島産の野菜が使われていることを知っている割合が 6 割

を超え、増えてきています。 

「地産地消」を意識している人が、意識していない人より割合が高く、7 割弱となってい

ます。 

消費者と生産者を結び付ける「地産地消」への期待が高まってきています。北海道内は

もとより、北広島市内および近郊市町村においてもさまざまな農業が営まれており、より

新鮮で安全・安心な農畜産物が生産されています。地元で生産された農作物や豊かな道産

品を積極的に利用していくことが大切です。 
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ₒ  ₓ ⌐₈ ₉⌐ ∆╢ ╩ ≡ ה ╩ ⌐≈↑╕⇔╞

℮⁹ 

 

 

 1 ─  
 

( ₈ ₉─ ⌐ ∆╢ ╩ ∟⁸ ╠ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

「食」の安全・安心を脅かす問題が、多く発生しています。 

市民一人ひとりが、「食」の安全に対する情報を判断し、選択していきましょ

う。 

⌂ ╩ ⌐ ⅎ╕⇔╞℮⁹ 

伝統的な食文化を伝えることは大切です。家庭の味や年中行事に合わせた食

事を次世代に伝えていきましょう。 

┼─ ╩ ╘╕⇔╞℮⁹ 

食育の推進にあたっては、家庭、保育所、幼稚園、学校、生産者、事業者、

関係団体、行政などが、それぞれ主体的に活動を進めるとともに、お互いの連

携が大切です。関係機関が連携しながら、市民運動として広めましょう。 

 

 

 

 ─ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

 

 ─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ 

「食」の安全に関する知識について、「ある程度もっていると思う」と回答した人が最も

多く、49.3％です。 

 

 

  40 ─ ⌐ ∆╢        41 ╩∆╢√╘─ ╛  

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

(N=467)

(N=522)

19.1%

12.5%

49.3%

56.1%

24.2%

24.9%

6.4%

6.1%

1.1%

0.4%

0% 50% 100%

(N=467)

(N=522)

15.6%

13.6%

47.8%

54.2%

25.1%

25.7%

9.2%

5.2%

2.4%

1.3%

0% 50% 100%
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(N=467)

(N=522)

3.0%

3.8%

28.9%

29.5%

33.4%

27.8%

13.1%

13.6%

16.9%

20.1%

4.7%

5.2%

0% 50% 100%

╩∆╢√╘─ ╛ ─ ⌐≈™≡ 

料理をするための知識や技術を「まあまあ伝えている」と回答した人が、28.9％です。「十

分伝えている」と合わせると、31.9％です。反面、「まったく伝えていない」は、13.1％で

す。 

料理をするための知識や技術を「まあまあ伝えてもらった」と回答した人が最も多く、

41.3 %です。「十分伝えてもらった」を含めると、49.9％です。 

 

 

42 ╛ ─         43 ╛ ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

 

─  

「食育」という言葉や意味を知っているかについては、「言葉も意味も知っていた」が

55.2%と最も高く、次いで「言葉は知っていたが意味は知らなかった」が 34.7％となってい

ます。前回調査と比較すると、「言葉も意味も知っていた」が、前回調査では 55.0％、今回

調査では 55.2％となっており、大きな差はみられませんでした。 

 

 

44 ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ▪fi◔כ♩⅛╠ 

(N=467)

(N=522)

55.2%

55.0%

34.7%

34.1%

7.9%

9.6%

2.1%

1.3%

0% 50% 100%

(N=467)

(N=522)

8.6%

6.3%

41.3%

44.4%

34.7%

34.9%

13.9%

12.6%

1.5%

1.7%

0% 50% 100%
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 ─  

 

≢─ ╛◦ꜟⱣכ ≡◘ⱳכ♃כ 

⅛╠ ⌂⅜╠─ ≤ ─ ↕⌐ ╣╢ 

 

昔ながらの味付けや伝統行事の大切さを次世代につなげる機会となっています。 

 シルバー子育てサポーターの豊かな知識と経験を生かすことができ、生きがいになって

います。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

シルバー

子育て 

サポート

事業 

草団子や桜餅づくり、

さんま料理等をシル

バー子育てサポータ

ーと一緒に調理 

回 数 3回 3回 3回 3回 3回 

参加数 33人 58人 55人 65人 65人 

（シルバー子育てサポーター数 H24：8人 H25：9人 Ｈ26：11人 Ｈ27：15人） 

（地域子育て支援センター・保育課） 

 

─√╘─ ⌐⅔↑╢ 

╩⅝∫⅛↑⌐ ≤  

 

自分で作った料理の完成を喜び、家庭での実践につながっています。自作の食事のおい 

しさや食事を作る大変さを実感し、手作りのおいしさと作る人への感謝の気持ちが養われ 

ています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

男性の

ための

生活講

座 

調理の基本

講話、調理実

習、栄養・口

腔ケア・ごみ

分別講話、会

食、交流 

参加数 
実 15人 

延 60人 

実 15人 

延 44人 

実 14人 

延 62人 

実 15人 

延 68人 

実 11人 

延 55人 

終了後の

サークル

支援 

2団体 

3回 

39人 

2団体 

2回 

17人 

2団体 

4回 

61人 

2団体 

4回 

60人 

2団体 

4回 

60人 

                                 （高齢者支援課） 

 

 

  

 1 2 3 4 5 6  

        

 1 2 3 4 5 6  
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─ ─ ╩  

 

交流マップに掲載されている農園に訪れる人が増え、広く活用されています。市外・道

外へも機会を見つけてマップを配布しており、グリーンツーリズムの推進となっています。 

 

   H24 H25 H26 H27 H28( )  

グリー

ンツー

リズム

推進事

業 

農産物

直売所

や収穫

体験型

農場を

掲載し

た交流

マップ

の作成 

交流農

園 

マップ 

作成数 

25,000枚 23,350枚 27,500枚 27,700枚 28,580枚 

交流農

園 

マップ 

配布数

(率） 

20,000枚

（80％） 

25,305枚 

（99.8%） 

27,500枚 

（100%） 

27,700枚 

（100%） 

28,580枚 

（100%） 

  （農政課） 

 

 

 

╕≤╘  

「食」の安全に関する知識について、「もっていると思う」「ある程度もっていると思う」

と回答した人が約 7 割となっています。 

生産者をはじめ食品提供者は、食品の安全性の確保に努めるとともに、消費者も食品の

安全性などに関する知識と理解を深めることにより、「食」を自らの判断で選択していくこ

とが必要となります。 

料理をするための知識や技術を「まあまあ伝えている」「十分伝えている」と合わせると、

約 3 割です。反面、「まったく伝えていない」は約 1 割でした。 

料理をするための知識や技術を「まあまあ伝えてもらった」「十分伝えてもらった」と回

答した人が約半数でした。 

 子どものころから、家庭での食事の手伝いや学校教育を通して、基本的な食生活を身に

つけ、調理技術や知識を伝えていくことが大切です。 

前回調査と比較すると、食育という「言葉も意味も知っていた」割合は大きな差はみら 

れなかったことから、食育について積極的に周知することが今後の課題です。 

 

 

 

 

  

 1 2 3 4 5 6  
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  Ḩ  

 

 

  

 

 第 1 次計画の目標指標について、今回実施しました「北広島市食育推進計画アンケート」、

「食生活に関するアンケート（小中学生対象）」から達成状況を評価しました。 

基本目標 1～5 については、平成 28 年度の目標値の達成には至りませんでしたが、目標

に近づく変化が見られました。しかし、基本目標 6 の「食の知識」「食育の認知度」につい

ては変化が見られませんでした。 

これらの指標の結果から、本市の食育の推進は前進しているものの、横ばいの項目もあ

り、今後の取組にあたっては、より一層の目標達成に向け、充実等を図る必要があります。 

 

   

１ 食事は楽しみながら美味しく食べ

ましょう 
 

１）家族や仲間と一緒に食事を用意

し、みんなで食卓を囲みましょう 

２）食事は、よく噛んで味わいなが

ら食べましょう 

朝食や夕食を家族と一緒に食べる回数 

○ 

上昇 

（*夕食で 

比較） 

計画策定時 

（H23） 

前計画目標値 

（H28） 

現状値 

（H28） 

（夕食）60％ 10 回/週 （夕食）66.5% 

≪参考≫ （朝食）52.7％ 

（朝食・夕食どちらも）53.9％ 

２ 規則正しい生活リズムを確立しま

しょう 
 

１）早寝・早起き・朝ごはんを習慣

にしましょう 

朝食をとる人の割合 

○ 

目標には 

達成せず

とも 

横ばい、 

緩 や か に

上昇 

計画策定時 

（H23） 

前計画目標値 

（H28） 

現状値 

（H28） 

小中学生 

85% 

18 歳以上 

85% 

小中学生 

100% 

18 歳以上 

90% 

小中学生 

84.8％ 

18 歳以上 

87.2％ 

３ 栄養バランスのとれた食生活を実

践しましょう 
 

１）栄養バランスの優れた日本型食

生活を取り入れましょう 

２）生活習慣病を予防しましょう 

適切な食事、運動等を継続的に実践して 

いる人の割合 

○ 

目標には 

達 成 せ ず

とも上昇 

計画策定時 

（H23） 

前計画目標値 

（H28） 

現状値 

（H28） 

29% 50% 38.8％ 
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４ 食べ物の大切さを知り 自然の恵み

に感謝しましょう 

 

１）「食」に関わる人たちに感謝しま

しょう 

２）「もったいない」の気持ちを大切

にしましょう 

３）「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつをしましょう 

食事の前後に「いただきます」「ごちそうさま」の

あいさつをいつもする人の割合 ○ 

目標には 

達成せず

とも 

緩やかに

上昇 

計画策定時 

（H23） 

前計画目標値 

（H28） 

現状値 

（H28） 

小中学生 

76% 

18 歳以上 

51% 

小中学生 

100% 

18 歳以上 

100% 

小中学生 

77.5％ 

18 歳以上 

55.9％ 

５ 地元の食材をとりいれましょう 
 

１）安全・安心な市内や道内で収穫

した食材を利用しましょう 

道内産の野菜をよく購入する人の割合 ○ 

目標には

達成せず

とも緩や

かに上昇 

計画策定時 

（H23） 

前計画目標値 

（H28） 

現状値 

（H28） 

58% 70% 63.4% 

６ 積極的に「食」に関する情報を得て

知識・技術を身につけましょう 
 

１）「食」の安全性に対する知識を持

ち、自ら選択しましょう 

２）基本的な調理技術を次世代に伝

えましょう 

３）食育への関心を高めましょう 

食の安全に関して知識をもっている人の割合 

▲ 

横ばい 

計画策定時 

（H23） 

前計画目標値 

（H28） 

現状値 

（H28） 

69% 90% 68.4％ 

食育の言葉も意味を知っている人の割合 

計画策定時 

（H23） 

前計画目標値 

（H28） 

現状値 

（H28） 

55% 90% 55.2％ 

 

 

 Ḩ ꜠ Ḩ  

  

食育をめぐる現状と課題を踏まえ、本市での食育を効果的に推進するため、基本理念を

定め、食育を推進します。 

  

 

     

⅝╢↓≤⌐ ∆╢₈ ₉⌐≈™≡⁸ ╩ ∂≡ ┘⁸ ⇔ↄ  

∆╢ ⁸ ∆╢ ⁸ ⌂ ⅛⌂ ╩ ╖╕∆ 

 

食育は、食を通じて健全な心身を培い、豊かな人間性を育んでいくことにあります。生

きることに直結する食育の推進は全ての世代に必要で、生涯にわたって心身ともに健康で

豊かな生活を送ることや、地域の活力につながることでもあります。 

こうした観点から、“生きることに直結する「食」ついて、生涯を通じて学び、正しく選

択する力、実践する技術、健康的な豊かな心を育みます”を基本理念に掲げて食育を推進

します。 
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基本理念を実現するために 3 つの重点項目を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

食べることは生きることであり、健全な心身を育む基礎となるものであることから、子

どもから高齢者まで生涯を通じて、豊かな食を楽しめるよう推進します。 

次の世代を担う子どもたちが食への感謝の心を持ち、健やかで豊かな食生活を送れるよ

うに、家庭、学校、地域等における食育を推進します。 

市民の豊かな生活を支えるため、健康と食文化の充実が図れるよう、人と人、人と環境

との相互の関連の中で、様々な関係者が連携・協働する食育を推進します。 
   

豊かな食事を
楽しむ 

次世代へつな
ぐ食文化と 

食への感謝す
る心の育成 

食の環境 

づくり 



 

1 

 

 

 Ḩ ꜠ Ḩ ̱     ３つの重点項目を推進するため、6 つの基本目標と 12 の施策項目を設定しました。 

 

 『生きることに直結する「食」ついて、生涯を通じて学び、正しく選択する力、実践する技術、健康的な豊かな心を育みます』 

 

       
       

豊
か
な 

食
事
を
楽
し
む 

  
1 

家族や仲間と楽し

く味わう食の推進 

 
１）孤食の減少・共食の推進 

 ・朝食を家族と一緒に食べる割合 

・夕食を家族と一緒に食べる割合 

・地域等で共食したいと思う人が共食する割合 
    
       

  

2 
身体と心の健康を

維持する食の推進 

 １）栄養バランスに配慮した食生活の勧め 

２）生活習慣病予防の実践 

３）咀嚼力の向上 

 
・朝食をとる人の割合 

・適切な食事、運動等を継続的に実践している

人の割合 

・ゆっくりよく噛んで食べる人の割合 

  
  

        

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 

食
文
化
と
食
へ
の 

感
謝
す
る
心
の
育
成 

  

3 
地元の食文化の 

理解と伝承 

 １）食事のマナー、食べ方の伝承 

２）食品ロス削減の推進 

３）農林漁業体験の推奨 

 ・食事の前後に「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつをいつもする人の割合 

・食品ロス削減のために何らかの行動をしてい

る人の割合 
  

  

       

  
4 地産地消の推進 

 
１）道内産食材の利用の推進 

 
・道内産の野菜をよく購入する人の割合 

    
        

食
の
環
境
づ
く
り 

  
5 

食べ物の正しい選

択や食事づくりの

技術の向上 

 １）食の安全に関する知識普及 

２）料理をするための知識や技術を伝える

機会の提供・支援 

 
・食の安全に関して知識をもっている人の割合 

    
       

  
6 

地域における食育

推進体制の整備 

 １）食育情報の発信体制の充実 

２）人材育成や関係機関との連携 

 
・食育の言葉も意味も知っている人の割合 
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 Е̱ ᾽  

 

基本理念の実現に向けて、5 年間の評価を行うために、それぞれの基本目標に対して、指

標と数値目標（平成 33 年度）を定めました。 

 

 

 

ₒ  ₓ ╛ ≤ ⇔ↄ ╦℮ ─  

 

 

─ ה ─  

 家族との共食はもちろん、単独世帯やひとり親世帯、貧困状況にある子どもの地域や

所属するコミュニティにおける共食の機会が必要になってきています。 

心地よい食卓で、家族や仲間と「食」を通じたコミュニケーションの機会を大切に楽

しみながら食事をし、健康的な心身を育む「共食」の機会を推進します。 

貧困状況にある子どもについては、関係団体等と連携し、「共食」の機会を推進するこ

とを検討します。 

 

 
 

 
 

(H23) 
 

H28  
 

(H33) 

朝食を家族と一緒に食べる割合 － 52.7% 70%以上 

夕食を家族と一緒に食べる割合 60％ 66.5％ 80%以上 

地域等で共食したいと思う人が共食す

る割合 
－ 63.6％ 70％以上 

※網かけの指標は第 2次計画から追加 
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ᵑ ─  
 

    

5 歳児のクッキング保育 

 

 

（保育課・保育園） 

園児が自分たちで収穫した野菜を使用し、料理し食

べることで、みんなで作る楽しさや食べた時のおい

しさ、うれしさを感じ、食体験の幅を広げ食への知

識を深めます。 

 

 

ᵒ ⌐ ∆╢ ה ─  
 

  

乳幼児健診での栄養指導 

 

（健康推進課） 

乳幼児健診時に、保護者から食生活について問診

をとり、家庭の食事環境を把握し、栄養相談を行

います。 

 

ᵓ ─ ─  
 

  

学校給食 

（学校給食センター） 

栄養教諭が給食時間等に食指導を実施し、楽しく

食事をとり、健全な心身の成長を推進します。 

保育園での給食 

（保育課・保育園） 

楽しく食事をとり、健全な心身の成長を推進しま

す。 

シルバー子育てサポート事業 

 

（地域子育て支援センター） 

シルバー子育てサポーターとのクッキングを通

じ、楽しく食事をする機会を提供します。 

子育て講座 

 

（地域子育て支援センター） 

離乳食や幼児食、こどもの歯、おやつ作り等につ

いて学習し、親子で一緒に調理したものを食べ、

楽しい食事の場を提供します。 

食農教室 

 

（農政課） 

市内の生産農家の協力を得て、野菜などの収穫体

験、地元食材の調理・試食体験を通して、おいし

く楽しく食べる場を提供します。 

男性のための生活講座・終了後

のサークル支援 

 

（健康推進課） 

65歳以上の男性を対象に、調理の基本技術からバ

ランスのとれた食事や噛むことの大切さ、ごみ分

別などを学び、完成した食事を交流しながら味わ

うことを進めます。 
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Ᵽꜝfi☻⌐ ⇔√ ─ ╘ 

 食事は、健康を維持していくために必要な栄養をとる行動で、健康寿命の延伸の観点か

らも積極的な食育の取組が必要です。 

ユネスコ無形文化遺産に登録されるほど多様性のある日本型食生活は、主食・主菜・副

菜が揃った栄養的にも優れた食事です。エネルギーや食塩等の過剰摂取や野菜摂取不足等

が課題となっている食生活を改善し、栄養バランスに配慮した食生活の実践を推進します。 

子どものころから、早寝・早起き・朝ごはんの生活習慣を身につけ、体内の臓器や筋肉

など身体全体が目覚める体内リズムをつくり、規則正しい生活を確立することを推進し、

小中学生など学齢期から朝食の欠食が習慣化することのないよう取り組みます。 

若い世代は朝食欠食の割合が高く、栄養バランスも崩れがちであるなどライフステージに

よって食生活にも特徴があることから、健康や栄養に配慮した食生活の実践に向け、社会環

境に応じ対象世代を絞った啓発を推進します。 

 

─  

 生活習慣病予防のためには、ライフステージを通じて適正な栄養を摂取する力を育むこ

とが大切です。 

生活習慣病を予防できるよう、自分の適正体重や適正食事量を知る機会の提供に努めま

す。 

 

─  

生活の楽しみとして、食事を口から食べることは重要であり、よく噛んで食べることは、

脳の活性化や肥満の予防につながります。 

高齢者は低栄養を予防し、介護予防にもつながることから、歯や口腔機能を維持し、歯

科保健とも連携した取組を推進します。 
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(H23) 
 

H28  
 

(H33) 

朝食をとる人の割合 
小中学生 85% 84.8% 100% 

18 歳以上 85% 87.2% 100% 

適切な食事、運動等を継続的に実践してい
る人の割合 

29% 38.8% 45%以上 

ゆっくりよく噛んで食べる人の割合 － 49.7％ 55％以上 
 

※網かけの指標は第 2次計画から追加 

 

 

ᵑ ⌐⅔↑╢ ─  
 

  

出前食育講座 

 

（健康推進課） 

市内幼稚園や保育所の先生および園児の保護者を対象に

早寝・早起き・朝ごはんについて講話し、規則正しい生

活リズムや朝ごはんの大切さを学びます。 

食農教室 

 

（農政課） 

市内の生産農家の協力を得て、野菜などの収穫体験、地

元食材の調理・試食体験を通して、食べ物を大切にする

心や農業に対する理解を深めます。 

特定健診ニュース 

 

（健康推進課） 

特定健診の概要や受診のすすめなどを啓発するおたより

の発行を通じて、健康的な食生活の大切さなどの食育に

ついて、啓発をしていきます。 
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マタニティスクールでの栄養講

座およびバランス弁当試食 

 

（健康推進課） 

妊婦を対象に、妊娠・出産・育児についての学習を

通して正しい知識を学び、健全な母性と子の育成を

図りながら、食事日記やバランス弁当試食等から食

生活を見直す機会とします。 

乳幼児健診での栄養指導 

 

（健康推進課） 

乳幼児健診時に、発達段階に応じて、離乳食の進め

方や成長に応じた食事量、個々の生活や食事スタイ

ルに応じた栄養相談を行います。 

育児交流会での離乳食講座 

 

（健康推進課） 

乳児を子育て中の市民を対象に、フードモデルや実

物展示、試食をまじえ、離乳食の進め方の講座や栄

養相談を実施します。 

出前健康講座 

 

（健康推進課） 

食物アレルギー、規則正しい生活リズムと成長ホル

モン等のテーマで講話をし、食を含めた生活習慣の

確立などを習得するよう推進します。 

子育て講座 

 

 

（地域子育て支援センター） 

離乳食や幼児食、子どもの歯、おやつ作り等につい

て学習し、食事に関する悩みや不安を解消し、健全

な食生活に向けた知識や技術を習得するよう推進

します。 

食育講演会 

 

（健康推進課） 

食育をテーマとした講演会を開催し、食生活の見直

し、食育の考え方、取組のヒントとなるよう啓発を

進めます。 
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ᵓ ה ⌂ ─  
 

  

保育所における食育の推進 

（食育計画作成） 

（保育課・保育園） 

保育所保育指針に基づき、保育の一環として食育

を位置づけ、各保育所の工夫のもとに食育を計画

的に推進します。 

小中学校における食に関する 

指導 

（食の手引き作成、全体計画 

作成） 

（学校教育課・学校給食センター） 

食に関する指導全体計画に基づき、各教科や給食

の時間、特別活動などを通して、計画的、継続的、

体系的に食育を推進します。 

 

ᵔ ⅜≢⅝╢ ─  
 

  

特定保健指導 

 

 

 

（健康推進課） 

特定健診の結果、メタボリックシンドローム該当

者を中心に、生活改善に向けた保健指導を通じ

て、生活習慣病予防と食生活・生活リズムとのつ

ながりを学び、自分にあった食品を選択する力の

習得を目指します。 

成人健康相談 

 

 

 

 

（健康推進課） 

生活習慣病の予防と悪化防止のため、特定保健指

導以外の者を中心に、生活改善に向けた保健指導

を通じて、生活習慣病予防と食生活・生活リズム

とのつながりを学び、自分にあった食品を選択す

る力の習得を目指します。 

健康教室・生活習慣病予防教室 

 

 

(健康推進課) 

脂質異常症等の生活習慣病予防と悪化防止を図

るため、栄養や運動などについて学び、自分の病

気や健診データに合わせた食事内容の見直しに

取り組めるよう進めます。 

食育の推進に関するホームペー

ジ掲載 

（若い世代を対象とした食生活

改善） 

（健康推進課等） 

若い世代へ食育に関する情報を提供するため、ホ

ームページを活用し、野菜料理を 1皿増やすこと

や生活リズムと食事の関係などの情報発信を行

います。 
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出前健康講座 

 

（健康推進課） 

保健師、管理栄養士、歯科衛生士などによる健康や

食生活、歯の健康などに関する講座を行い、市民の

健康づくりを支援します。 

男性のための生活講座・終了

後のサークル支援 

 

（健康推進課） 

65歳以上の男性を対象に、調理の基本技術からバラ

ンスのとれた食事や噛むことの大切さ、ごみ分別な

どを学びます。 

健康情報展 

 

 

 

 

（健康推進課） 

健康や食事に関する実物や模型を使用した展示や

健康測定、健康サークルの体験、健康相談等の実施

を通じ、野菜摂取の必要性、必要な栄養摂取量、糖

分・塩分・脂肪分の取りすぎ等で引き起こされる病

気を意識できるよう啓発を進めます。 

健康づくり推進員養成講

座・継続研修 

 

 

 

（健康推進課） 

地域での健康づくり活動を展開していく上で、健康

づくり推進員を養成するための講座を開催すると

ともに、健康づくり推進員の活動の充実や健康づく

りに関する知識と技術の向上や習得に向けた研修

を行います。 

配食サービス 

 

（高齢者支援課） 

調理が困難な高齢者や障がい者のみの世帯に夕食

の弁当を配達し、栄養バランスに考慮した安定した

食生活の一助として推進します。 

健康運動教室 

 

（健康推進課） 

高齢者の運動機能向上を図る介護予防の運動教室

に、歯や口腔機能を維持する口腔ケア講座を組み入

れ、歯科保健と連携した取組を推進します。 
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─ⱴ♫⁸כ ═ ─  

 地域とのつながりの希薄などにより、地域の行事や作法と結び付いた食文化を伝える機

会が少なくなってきています。伝統食材を始めとした地域の食材を生かした料理等、地域

や家庭で受け継がれてきた料理や味、箸使い等の食べ方・作法を受け継ぎ、地域や次世代

（子供や孫を含む。）へ伝えることは、子どもたちの味覚、嗅覚など、「食」の五感を身に

つけたり、基礎的な食習慣を身につけることにつながります。 

 学校や保育所等での食育計画の策定と実施を通して、季節に応じた行事食の提供、地域

の歴史からなる食文化、食べることの楽しさやマナー等を身につける機会を継続して提供

します。 

 

꜡☻ ─  

私たちの食の営みは、大量の食品廃棄物を発生させ、全国的に環境への大きな負荷を生

じさせています。 

食に関する感謝の気持ちや理解を一層深めていくことは引き続き重要で、食品ロスの削

減等環境を考えた食生活を実践する必要があります。 

本来食べられるのに廃棄されている現状を知り、「もったいない」の気持ちを育み、各ラ

イフステージにおいて、食材の適量購入やごみを少なく配慮する、残さない食生活の実践

を推進します。 

  

─  

 農林漁業体験は、農林水産物の生産現場に関する関心や理解を深めるだけでなく、私た

ちの食生活が自然の恩恵の上に成り立っていることや、食に関わる人々の様々な苦労や努

力に支えられていること等について理解を深める上で重要です。 

こうした体験の機会を通じて、地元食材の理解や生産者とふれあい、食への感謝の心を

育むよう推進します。学びを家庭で共有することも推奨していきます。 
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(H23) 
 

H28  
 

(H33) 

食事の前後に「いただ
きます」「ごちそうさ
ま」のあいさつをいつ
もする人の割合 

小中学生 76% 77.5% 85% 

18 歳以上 51% 55.9% 65% 

食品ロス削減のために何らかの行動を
している人の割合 

－ 79.5％ 80％以上 

※網かけの指標は第 2次計画から追加 

 

 

ᵑ ─  
 

  

保育所における農作物栽培・

収獲体験 

（保育課・保育園） 

園内で農作物栽培・収獲を行い、食の大切さを楽し

く学ぶ体験を行います。 

食農教室 

 

（農政課） 

市内の生産農家の協力を得て、野菜などの収穫体

験、地元食材の調理・試食体験を通して、食べ物を

大切にする心や農業に対する理解を深めます。 

 

ᵒ ─     
 

  

シルバー子育てサポーター 

事業 

（地域子育て支援センター） 

シルバー子育てサポーターとのクッキングを通じ、

昔ながらの味つけ、伝統行事の大切さをつなげてい

きます。 

保育所における行事食の提

供 

（保育課・保育園） 

行事にあった献立を給食に取り入れ、食文化や行事

への理解を深めていきます。 

小中学校における行事食の提

供 

（学校給食センター） 

行事にあった献立を給食に取り入れ、食文化や行事

への理解を深めていきます。 
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乳幼児健診での栄養指導 

 

（健康推進課） 

乳幼児健診時に、保護者から食生活について問診を

とり、食事のあいさつや手洗いの習慣を把握し、栄

養相談を行います。 

子育て講座 

 

（地域子育て支援センター） 

離乳食や幼児食、子どもの歯、おやつ作り等につい

て学習し、食事のマナーやルールについて習得する

よう推進します。 

 

ᵔ ╙∫√™⌂™ ≤ ꜡☻ ─  
 

  

中学校における学校給食食

べ残し調査 

 

（学校教育課・ 

学校給食センター・中学校） 

保体委員の生徒と栄養教諭が中心となって、年 2回

給食の食べ残し調査を実施し、写真を校内に掲示

し、食べ残さない意識の向上を図ります。 

エコクッキング教室 

 

 

（環境課） 

小学生を対象にした調理実習で、できるだけごみを

出さない・洗剤を使用しないことや地元食材を使用

したエコを意識する体験を推進します。 

廃食用油の回収 

（環境課） 

一般家庭を対象に、できるだけごみを出さないため

に廃食用油を回収します。 

生ごみたい肥化容器等たい

肥化講習会 

（環境課） 

一般家庭を対象に、できるだけごみを出さないため

に生ごみのたい肥化を推進します。 
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男性のための生活講座・終了後のサー

クル支援 

 

 

（健康推進課） 

65歳以上の男性を対象に、調理の基本技術

からバランスのとれた食事や噛むことの

大切さ、ごみ分別などを学び、一つの料理

を完成させる労力と楽しさを体験します。 

野菜づくり講座 

 

（農政課） 

一般市民を対象に、農作物の栽培知識や技

術を農業専門員や現役農業者が講師とな

り実施し、食や農業への関心を高めます。 

菜園パーク促進事業 

 

 

 

 

（農政課） 

認定市民農園の施設開設に要する費用の

一部を助成することで、遊林農地の有効利

用を図ります。農家の苦労を感じながら、

自作する農作物の成長を楽しむことを推

進します。 

グリーンツーリズム推進事業 

 

 

 

（農政課） 

農産物直売所や収獲体験型農場を掲載し

た交流マップにより、食と農業に対する関

心と理解を深めながら、消費者と生産者の

交流を促進します。 

 

 

 

ₒ  ₓ ─  

 

 

─ ─  

 生産者と消費者の顔の見える関係は、相互の理解を深めるとともに「食」への信頼を築

き、「地産地消」へつながります。地産地消は、フードマイレージを低く抑えることができ

ます。 

地元で生産された旬の農作物や豊かな道産品を積極的に利用していくことが大切です。 

北広島の歴史を意識した食育や地場産物を取り入れた食の提供は、保育所や小学校給食

等で行われたり、イベント等で開発商品が積極的に紹介されています。今後も、北広島の

食の歴史・文化の発信からも食育を推進します。 
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(H23) 
 

H28  
 

(H33) 

道内産の野菜をよく購入する人の割合 58% 63.4% 70%以上 

 

 

 

ᵑ ⌐⅔↑╢ ─  
 

  

食農教室 

 

（農政課） 

市内の生産農家の協力を得て、野菜などの収穫体験、

地元食材の調理・試食体験を通して、食べ物を大切に

する心や農業に対する理解を深めます。 

地産地消料理コンテスト 

 

（環境課） 

その年に選定された地元食材のオリジナルエコレシピ

を募集し、応募作品の中から数点の試食審査をすると

ともに、レシピ集を配布し、利用拡大に努めます。 

 

ᵒ ≤─  
 

  

都市型観光推進事業 

 

 

 

（観光振興課） 

地元食材を使用している商品（コロッケ、春巻、グラ

タン、カレー、ポテトパイ、プディング）を市内外の

各種イベントで魅力やイメージを高めながら紹介し、

食と農業に対する関心と理解や消費拡大を推進しま

す。 

グリーンツーリズム推進

事業 

 

 

 

（農政課） 

農産物直売所や収獲体験型農場を掲載した交流マップ

により、食と農業に対する関心と理解を深めながら、

消費者と生産者の交流を促進します。 

生産者が経営する直売所での販売支援を通して、顔の

見える関係づくりを進めながら、地場農産物の消費拡

大を推進します。 
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学校給食での地場農産物の活用 

 

（学校給食センター） 

ＪＡ等と連携し、給食への地場農産物の提供を通

して、子どもたちの食と農業に対する関心と理解

を深めます。 

保育所の給食での地場農産物の

活用 

（保育課・保育園） 

給食への地場農産物の提供を通して、子どもたち

の食と農業に対する関心と理解を深めます。 

エコクッキング教室 

 

 

（環境課） 

小学生を対象にした調理実習で、できるだけごみ

を出さない・洗剤を使用しないことや地元食材を

使用したエコを意識する体験を推進します。 

野菜づくり講座 

 

（農政課） 

一般市民を対象に、農作物の栽培知識や技術を農

業専門員や現役農業者が講師となり実施し、食や

農業への関心を高めます。 

菜園パーク促進事業 

 

 

 

（農政課） 

認定市民農園の施設開設に要する費用の一部を

助成することで、遊林農地の有効利用を図りま

す。農家の苦労を感じながら、自作する農作物の

成長を楽しむことを推進します。 

 

 

 

ₒ  ₓ ═ ─ ⇔™ ╛ ≠ↄ╡─ ─  

 

─ ⌐ ∆╢  

食中毒を始めとする食の安全への取組は、個人および家庭などの身近なところから実施

できることも多く、関心も高いと思われます。基本的な食中毒やアレルギー等の知識や食

品を選択できる力を習得していけるよう、様々な機会を活用して啓発をしていきます。 

生産者をはじめ食品提供者は、食品の安全性の確保に努めるよう、情報提供に努めます。  
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╩∆╢√╘─ ╛ ╩ ⅎ╢ ─ ה  

子どものころから、家庭での食事の手伝いや学校教育を通して、基本的な食生活を身に

つけていくことが大切です。調理技術や知識を伝えるよう家庭内や学校、地域などにおけ

る食育を推進します。 

性別やライフステージ等に応じても、栄養バランスのとれた食事をつくる技術や選択が

できる知識を普及します。 

 

 
 

 
 

(H23) 
 

H28  
 

(H33) 

食の安全に関して知識をもっている
人の割合 

69% 68.4% 80%以上 

 

 

 

ᵑ ≢ ⌂ ─  
 

  

小中学校における給食の提供 

 

 

（学校給食センター） 

安全な食材などの選定に努め、食材の安全確保に努

めます。 

調理員の健康把握に努め、安全な給食の提供に努め

ます。 

保育所における給食の提供 

 

 

（保育課・保育園） 

安全な食材などの選定に努め、食材の安全確保に努

めます。 

調理員の健康把握に努め、安全な給食の提供に努め

ます。 

配食サービス 

 

 

 

（高齢者支援課） 

調理が困難な高齢者や障がい者のみの世帯に夕食

の弁当を配達し、栄養バランスに考慮した安定した

食生活の一助として推進します。また、安全な食事

の提供に努めます。 
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ᵒ ─  
 

  

5 歳児のクッキング保育 

 

 

（保育課・保育園） 

園児が自分たちで収穫した野菜を使用し、料理し食

べることで、みんなで作る楽しさや食べた時のおい

しさ、うれしさを感じ、食体験の幅を広げ食への知

識を深めます。 

4・5 歳児の配膳 

 

（保育課・保育園） 

園児が給食のメニューにより自分たちで盛り付け

をし、食器の配膳・片付けを毎食行い、手伝うこと

で基本的な食生活を身につけることを推進します。 

子育て講座 

 

 

（地域子育て支援センター） 

離乳食や幼児食、子どもの歯、おやつ作り等につい

て学習し、食事のマナーやルール、調理方法につい

て習得するよう推進します。 

 

ᵓ ה ⌂ ─  
 

  

保育所における食育の推進 

（食育計画作成） 

（保育課・保育園） 

保育所保育指針に基づき、保育の一環とし

て食育を位置づけ、各保育所の工夫のもと

に食育を計画的に推進します。 

小中学校における食に関する指導 

（食の手引き作成、全体計画作成） 

（学校教育課・学校給食センター・学校） 

食に関する指導全体計画に基づき、各教科

や給食の時間、特別活動などを通して、計

画的、継続的、体系的に食育を推進します。 

 

ᵔ ─ ─  
 

  

農薬の適正使用の普及啓発 

（農政課） 

農産物の安全性を確保するため適正な使用を普及

します。 
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ᵕ ⌐⅔↑╢ ─  
 

  

出前健康講座 

 

（健康推進課） 

保健師、管理栄養士、歯科衛生士などによる健康

や食生活、歯の健康などに関する講座を行い、市

民の健康づくりを支援します。 

男性のための生活講座・終了後

のサークル支援 

 

（健康推進課） 

65 歳以上の男性を対象に、調理の基本技術から

バランスのとれた食事や噛むことの大切さ、ごみ

分別などを学びます。 

エコクッキング教室 

 

 

（環境課） 

小学生を対象にした調理実習で、できるだけごみ

を出さない・洗剤を使用しないことや地元食材を

使用したエコを意識する体験を推進します。 

食農教室 

 

（農政課） 

市内の生産農家の協力を得て、野菜などの収穫体

験、地元食材の調理・試食体験を通して、食べ物

を大切にする心や農業に対する理解を深めます。 

シルバー子育てサポーター事業 

 

（地域子育て支援センター） 

シルバー子育てサポーターとのクッキングを通

じ、昔ながらの味つけ、伝統行事の大切さをつな

げていきます。 

育児交流会での離乳食講座 

 

（健康推進課） 

乳児を子育て中の市民を対象に、フードモデルや

実物展示、試食をまじえ、離乳食の進め方の講座

や栄養相談を実施します。 
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ₒ  ₓ ⌐⅔↑╢ ─  

 

 

─ ─  

食育の言葉も意味も知っている市民の割合は、前計画の意識調査から大きな差がみられ

なかったことから、今後、食育について積極的に周知していきます。 

食に関する正しい知識と望ましい食習慣の情報発信、流通・食糧生産・食品安全等の情

報提供の充実に努めます。  

 

╛ ≤─  

食育の推進にあたっては、家庭、保育所、幼稚園、学校、PTA、生産者、事業者、関係

団体、行政などが、それぞれ主体的に活動を進めるとともに、お互いの連携が大切です。

関係機関が連携しながら、市民運動として食育を推進します。 
      

 

 
 

 
 

(H23) 
 

H28  
 

(H33) 

食育の言葉も意味も知っている人の
割合 

55% 55.2% 60%以上 

 

 

 

ᵑ ה ⌂ ─  
 

  

保育所における食育の推進 

（食育計画作成） 

（保育課・保育園） 

保育所保育指針に基づき、保育の一環とし

て食育を位置づけ、各保育所の工夫のもと

に食育を計画的に推進します。 

小中学校における食に関する指導 

（食の手引き作成、全体計画作成） 

（学校教育課・学校給食センター・学校） 

食に関する指導全体計画に基づき、各教科

や給食の時間、特別活動などを通して、計

画的、継続的、体系的に食育を推進します。 
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ᵒ ┼─  
 

  

保育所における給食だより 

 

（保育課・保育園） 

給食だよりや献立表などの家庭配布物の

充実を図り、家庭と連携して食育を推進し

ます。 

小中学校における給食だより 

 

（学校教育課・学校給食センター・学校） 

給食だよりや献立表などの家庭配布物の

充実を図り、家庭と連携して食育を推進し

ます。 

保育所・小学校における給食試食会 

（保育課・保育園） 

（学校教育課・学校給食センター・学校） 

家庭における正しい食生活の実践ができ

るよう、給食の試食会を開催します。 

直売所マップの配布 

 

（農政課） 

販売所の案内や地場農産物を直売等の情

報提供をし、地場農産物の消費拡大を推進

します。 

食育の推進に関する広報 

（健康推進課等） 

市の広報紙に食育に関する特集を掲載し、

情報発信を行います。 

  

ᵓ ─  
 

  

健康づくり推進員養成講座 

 

（健康推進課） 

地域での健康づくり活動を展開していく

上で、健康づくり推進員を養成するための

講座を開催します。 

健康づくり推進員継続研修 

 

  

（健康推進課） 

健康づくり推進員の活動の充実や健康づ

くりに関する知識と技術の向上や習得に

向けた研修を行い、食育に関しても知識の

普及や啓発活動を推進していきます。 

農業後継者の育成確保 

 

 

（農政課） 

道央農業振興公社へ負担金を納入し、新規

就農者の養成研修等を実施し、農業後継者

の育成確保に努め、地域農業の振興と食育

推進を図ります。 
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  Л  

 

 

 ̱Ѱ 

 

北広島市においては 6 つの基本目標をベースに、家庭、保育所、幼稚園、学校、生産

者、事業者、関係団体、行政等がそれぞれの視点で地域にあった食育の取組を行ってい

きます。 

また、総合的かつ計画的な視野で行政内のそれぞれの分野での連携や、「食」に関わる

関係機関・団体等と連携し、「北広島市食育推進懇談会」の意見をうかがいながら、円滑

に取組が進むように食育を推進していきます。 

 

 

 ☻Ҋѝ  

 

ₒ ─  ₓ 

家庭は、食育を推進する基本の場です。 

子どもの基本的な食生活習慣を形成するため、毎日朝食をとることや「早寝早起き朝ご

はん」運動を実践する重要な場です。 

また、家族そろって食事をすることは、食事マナーや「食」への感謝、栄養に関するこ

となど、「食」について様々な知識を学び、食の楽しさを実感する機会となります。食卓で

の家族とのコミュニケーションは、子どもが豊かな人間性を育むための重要な役割を担っ

ていますので、普段から家族そろっての食事の機会を増やすことを心がけ、実践していく

ことが大切です。 

買い物や料理などを子どもと一緒にすることで、料理の基礎を学び、家庭の味を伝承す

ることにつながります。身近な場所でとれた農畜産物などを購入したり、家族と一緒に体

験活動などに参加して、日頃から食への関心理解を深めることが大切です。 

  

ₒ ה ─  ₓ 

乳幼児期は、心身の成長が著しい時期であり、規則正しい生活、バランスのとれた食生

活を身につけ、適切な生活習慣や豊かな人間性を育成する大切な時期です。 

共働きや核家族化が進む中、保育所・幼稚園は、家庭や地域と連携しながら、望ましい

食習慣や食文化を伝え、楽しく食べることや味覚を育て、子どもを通した親世代への働き

かけに努めることも期待されます。 

子どもが食に関する正しい知識を学ぶため、地域の生産者団体等と連携して農業体験や 
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調理に関する体験、昼食時間での食事マナー学習などを計画的に推進します。 

 

ₒ ─  ₓ 

学齢期は、心身の成長発達とともに、体力・運動能力が急速に高まり、健康で豊かな心

身を育む大切な時期です。   

学校活動を通し、「食」と健康の関係、「食」の大切さ、食文化、調理等を学ぶとともに、

生産者や自然の恵みに感謝する気持ちを学びます。 

様々な機会を活用して食の大切さや楽しさを実感できる食育を計画的に推進します。 

学校給食では、地元の旬の食材を利用した給食を提供するように努めており、味覚を育

てるとともに、生産者をはじめとする食材に関わる人たちへの感謝の気持ちを育みます。 

学校では、栄養教諭を中心に、家庭、PTA、地域などと連携しながら、食生活の大切さ

を学び、望ましい食習慣を身につけるとともに、子どもを通した親世代への働きかけに努

めることも期待されます。 

 

ₒ ─  ₓ 

地域は、乳幼児から高齢者まで、全ライフステージの世代が生活しています。 

保健・医療関係者、子ども会、自治会、消費者団体、ボランティアなどによる様々な機

会を利用した幅広い活動が求められます。 

生涯健康で暮らす基本となる良好な食生活や食習慣の確立を図るため、関係機関や関係

団体はもとより、家庭、学校、小売業、外食産業、職場、自治会などを通じて市民への普

及啓発を図ります。 

子どもの料理教室や親子料理教室の開催、世代間交流を大切にし、年中行事に合わせた

食事を作ったり、食べたりしながら食文化の継承の機会を推進します。 

 

ₒ ה ─  ₓ 

生産者・事業者は、食品の生産、製造、流通、販売に関わる大切な役割を担っています。 

品質の高い食品を安定的に供給することとあわせて、各種体験活動の実施、協力など学

習機会の提供を通じて消費者との交流を図り、地域の生産物や生産、流通に関わる人々の

営みの理解を深め、その大切さを伝える取組などを進めます。 

 健康の視点を取り入れた取組や食品ロスに考慮した生産販売に努めることも期待されま

す。 

 

ₒ ─  ₓ 

行政は、家庭、地域、保育所、幼稚園、学校、生産者、事業者、関係団体などと相互の

情報共有と連携を図りながら、総合的・計画的に食育の推進に努めます。 

生活習慣病の予防を図るため、食育に関する普及や啓発活動を推進するとともに、各個
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人の健康状況に応じた栄養相談の充実を図ります。 

健全な食生活が送れるように、市民等と接する様々な機会を通じた食育情報の発信、食

育活動を進める市民や農林漁業者の自主的な取組を支援し、また協働するとともに、食育

を推進するための組織づくりなど、幅広い食育の取組に関わっていきます。 

 

さらに、食育は、その関係する分野が保健、医療、産業振興、教育など多様であること

から、日常の家庭での食生活や学校、市民、ＮＰＯなどボランティア団体、食材の提供を

する生産者など食関連産業及び消費者団体が、食育活動においてそれぞれの役割を理解し、

相互に連携や補完をしながら活動を行い、計画の推進に努めます。 

 


